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吸収分割に係る事後開示事項 

 

 

三菱ＨＣキャピタル株式会社（以下「三菱ＨＣキャピタル」）及び三菱ＨＣキャピタルリアルティ株式会社（以

下「三菱ＨＣキャピタルリアルティ」）は、2025 年 1 月 10 日付吸収分割契約に基づき、三菱ＨＣキャピタルを

吸収分割会社、三菱ＨＣキャピタルリアルティを吸収分割承継会社として、三菱ＨＣキャピタルの不動産事業

部が所管する国内を対象とした不動産ファイナンス事業に関する権利義務を承継させる吸収分割（以下「本

吸収分割」）を行いました。よって、ここに本吸収分割に関する事後開示をいたします。 
なお、本吸収分割は、分割会社である三菱ＨＣキャピタルにおいては会社法第 784 条第 2 項に規定する

簡易分割、三菱ＨＣキャピタルリアルティにおいては会社法第 796 条第 1 項に規定する略式分割となります。 
 

記 
 
1. 吸収分割が効力を生じた日 

2025 年 4 月 1 日 
 

2. 吸収分割会社における会社法第 784 条の 2、第 785 条、第 787 条及び第 789 条の規定による手

続の経過 
(1) 会社法第 784 条の 2 の規定による手続の経過（吸収分割をやめることの請求） 

三菱ＨＣキャピタルは、会社法第 784 条第 2 項に基づき株主総会の承認決議を経ずに本吸収

分割を行ったため、同法第 784 条の 2 但書の規定により、三菱ＨＣキャピタルの株主は吸収分

割をやめることを請求することができません。 
(2) 会社法第 785 条の規定による手続の経過（反対株主の株式買取請求） 

三菱ＨＣキャピタルは、会社法第 784 条第 2 項に基づき株主総会の承認決議を経ずに本吸収

分割を行ったため、同法第 785 条第 1 項第 2 号に該当し、反対株主の株式買取請求は生じま

せん。 
(3) 会社法第 787 条の規定による手続の経過（新株予約権買取請求） 

三菱ＨＣキャピタルは、会社法第 787 条第 1 項第 2 号に定める新株予約権を発行しているた

め、会社法第 787 条第 4 項並びに定款第 4 条（公告方法）に従い、2025 年 1 月 31 日に電子

公告において当該新株予約権の新株予約権者に対する公告を行いましたが、同条第 1 項の定

めに従って新株予約権買取請求を行った新株予約権者はありませんでした。 



(4) 会社法第 789 条の規定による手続の経過（債権者の保護） 
三菱ＨＣキャピタルは、会社法第 789 条第 2 項及び第 3 項並びに定款第 4 条（公告方法）に

従い、2025 年 1 月 31 日に官報及び電子公告において債権者に対する公告を行いましたが、

同条第 1 項に従い異議を述べた債権者はありませんでした。 
 

3. 吸収分割承継会社における会社法第 796 条の 2、797 条及び第 799 条の規定による手続の経過 
(1) 会社法第 796 条の 2 の規定による手続の経過（吸収分割をやめることの請求） 

三菱ＨＣキャピタルリアルティの株主から、会社法第 796 条の 2 の規定による、吸収分割をやめ

ることの請求はありませんでした。 
(2) 会社法第 797 条の規定による手続の経過（反対株主の株式買取請求） 

三菱ＨＣキャピタルリアルティの唯一の株主たる三菱ＨＣキャピタルは、会社法第 796 条第 1 項

の特別支配会社にあたるため、同法第 797 条に基づく反対株主の株式買取請求権は生じませ

ん。 
(3) 会社法第 799 条の規定による手続の経過（債権者の保護） 

三菱ＨＣキャピタルリアルティは、会社法第 799 条第 2 項及び第 3 項並びに定款第 4 条（公告

方法）に従い、2025 年 1 月 31 日に官報及び日刊工業新聞において債権者に対する公告を行

いましたが、同条第 1 項に従い異議を述べた債権者はありませんでした。 
 

4. 吸収分割により承継した重要な権利義務 
三菱ＨＣキャピタルリアルティは、効力発生日である 2025 年 4 月 1 日をもって、三菱ＨＣキャピタル

から三菱ＨＣキャピタルの不動産事業部が所管する国内を対象とした不動産ファイナンス事業に関す

るその資産、契約その他の権利義務を引き継ぎました。三菱ＨＣキャピタルリアルティが三菱ＨＣキャ

ピタルから引き継いだ資産の概算額は以下の通りです。 
承継資産の額：概算 2,940 億円 

 
5. 吸収分割に係る変更登記をした日 

三菱ＨＣキャピタル及び三菱ＨＣキャピタルリアルティは 2025 年 4 月 1 日付で本吸収分割に係る変

更登記申請を行いました。 
 

6. その他吸収分割に関する重要な事項 
三菱ＨＣキャピタルリアルティは、本吸収分割により三菱ＨＣキャピタルから承継した事業を遂行する

ため、予め、貸金業の登録及び金融商品取引法第二条に規定する定義に関する内閣府令第 10 条

第 1 項第 17 号の適格機関投資家に関する届出を行いました。 
 

以 上 


